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小学 5年生を対象とした，辞書に親しむ授業の実践報告
―紙の辞書とウェブの辞書の差異―

西　内　沙　恵

1．はじめに

　本論文は小学 5 年生を対象に行った，辞書に親しむことを目指した授業実践を報告するものであ
る。あわせて，クラスごとに紙の辞書もしくはウェブの辞書を使用したことで認められた，媒体に
よる差異を示す。授業は 2023 年 4 月，北海道国立 H 小学校の 5 年生 2 クラス，計 68 名を対象に
実施させていただいた。授業では『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）』「国語」における〔小
学校第 5 学年及び第 6 学年〕の内容〔知識及び技能〕（1）オ「思考に関わる語句の量を増し，話や
文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊かに
すること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。」に関わる
学習状況に深まりと広がりを生む活動の実践を試みた。

2．先行研究

　石黒・柏野（2018），国立国語研究所 YouTube 公式チャンネル（2021a, 2021b, 2022a, 2022b）で
児童が辞書を活用し語彙を増やすことを推進する方略が講じられている。本論文で報告する授業で
は，語釈を中心的な題材として，辞書に親しむことを目指した取り組みを，授業内の活動で実現し
ようと試みた。また，紙かデジタルかという媒体を観点に，期待される効果を検討する。現在，文
部科学省の GIGA スクール構想により，学校教育においてデジタル端末を用いた学習が推進されて
いる。デジタル端末の普及により，媒体の違いによる学習効果や認知能力の形成が懸念されていた。
ただし，紙媒体とデジタル媒体の比較研究（菅谷 2012，中嶋・菅谷 2013，福田・内山 2015，國田
2015，菅谷 2016，國田 2016，足立 2022，指澤ほか 2022，黒川ほか 2022，難波ほか 2022）の結果から，
紙かデジタルかという媒体差による内容理解の差異はないとされている。本論文では授業実践の報
告に加え，辞書に関しても媒体差がないといえるか，活動で用いたワークシートを通して，媒体の
違いからもたらされる効果を考察する。これにより，デジタル端末を用いた学習が今後ますます推
進されることが予想される中で，デジタル端末でどのような活動が実現できるかを検討する。

3. 授業実践

　授業の到達目標は，ある言葉について，当該の語を使わずに説明する語釈が作れるようになるこ
ととした。語釈を作るという目標に向かって，語釈に対する理解を深めるクイズなどの活動を行う
ことで，辞書について知り，親しみを持つようになることを目指した。場面設定として，授業実施
者が国語辞典が大好きであり，児童生徒に国語辞典の作成を手伝ってほしいと協力を仰ぐ形を取っ
た。そのうえで，語釈が説明する語が何かを考える活動，辞書を引く活動，語釈を作る活動を行っ
た。本節では前述の 3 種の活動実践を紹介する。
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3.1　語釈が説明する語が何かを考える活動

　まず，語釈の導入として，クイズ形式で語釈が説明する語が何かを考える活動を行った。本活動
は 3 段階で語釈について理解が深まるよう構成している。第 1 段階は語釈が説明する語を選択肢か
ら選ぶ活動である。図 1 から図 4 のようなスライドを提示し，文がどの語の説明だと思うか挙手で
回答を確認した後，それぞれの答えが図 1 では「およぐ【泳ぐ】」，図 2 では「うぐいす」，図 3 では「さ
くら【桜】」，図 4 では「ひこうき【飛行機】」であることを示した。図の語釈は児童生徒が使用す
る辞書，湊（2007）による。そして，答えを発表した後，なぜほかの選択肢ではないのかを問いか
け，語釈の中にほかの選択肢では当てはまらない説明があることを確認した。例えば，図 1 では「水
面」とあることから「もぐる【潜る】」ではないことがわかり，「進む」という説明から「おぼれる

【溺れる】」ではないことが特定される。選択肢は正答，錯乱肢，誤答だと判断しやすい選択肢を混
ぜて作成している。授業では正答に挙手する児童生徒が多く，錯乱肢に挙手する児童生徒も若干名
いた。なお，実際の授業では時間の関係で 2 問ほどの出題に留めている。クイズの順番は児童生徒
も経験のある人間の動作というより基本的な語をはじめに出題し，動物の鳴き声，国花，乗り物の
原動力など答えを導くのに知識が必要な語釈を後に出題した。
　第 1 段階を踏まえ，語釈という語を導入した。語釈について「語釈とは説明する語を使わずに，
語の意味を説明する文です。説明を読めば，その語が何を指すかわかります。よく似た意味の語と
区別できます。」と説明している。第 1 段階の活動で説明される語が選択肢から特定されたように，
語釈が類義語と区別できるように作られていることを共有した。

図 1説明される語を選択肢から選ぶ活動 1

図 3説明される語を選択肢から選ぶ活動 3

図 2説明される語を選択肢から選ぶ活動 2

図 4説明される語を選択肢から選ぶ活動 4

　第 2 段階は語釈が説明する語を選択肢なしで考える活動である。図 5 の説明を，1 文ずつ「人に
飼われることが多い動物の一つ。」，「においをかぎ分けたり，音を聞いたりする力にすぐれている。」，

「人によく従い，家の番や目の不自由な人の案内などに役立つほか，ペットとされる。」と順に提示し，
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情報を増やしながら，思いついた人から回答を発表してもらった。2 つ目の情報までは「犬」，「猫」
等いくつかの回答が出るが，3 つ目の情報で犬だと意見が一致したところで，図 6 のように答えを
発表した。「いぬ【犬】」のほか，「畑につくられる作物の一つ。」，「太くなった根の部分を食用にする。」，

「江戸時代に中国から沖縄を通り，九州へ伝わった。」，「アルコールなどの原料にもなる。」と順に
提示するクイズも用意していた。答えは「さつまいも」である。第 2 段階を通して，語釈が類義語
と区別できるように作られているという理解が強化されるよう設計している。

図 5語釈から語を選択肢なしで考える活動

図 7第３段階に向けて語釈から語を考える 1

図 6語釈から語を選択肢なしで考える活動の答え

図 8第３段階に向けて語釈から語を考える 2

　さらに，第 2 段階の活動は第 3 段階への導入としても位置付けている。図 7 のように「①山奥に
すむとされていた想像上の怪物。」，「鼻が高く赤い顔をしていて，つばさで空を自由に飛ぶとされ
る。」という説明を提示すると，「てんぐ」という回答が児童生徒から発表される。そこで，図 8 の
ように答えを示したうえで，①の語釈から導かれた答え「てんぐ」は「②うぬぼれて，いい気に
なること。またその人。」という意味も持つ多義語であることを図 9 のように紹介する。多義語は

「同一の音形に，意味的に何らかの関連を持つふたつ以上の意味が結び付いている語」（国広 1982：
97）と定義される。語の多義性は中心的な意味から多様な拡張のプロセスを経て複数の意味が定着
する現象であり，語釈は語の多義的な実態を写しとっている。辞書に親しむことを目指す活動にお
いて，語釈を題材とすることで，多義語への理解が深まり，語彙の質が豊かになることが期待される。
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　第 3 段階は多義語の複数の語釈から語を考える活動である。ある語を説明するために複数の語釈
が必要な場合があること，また実際の用例に基づき語釈が作られていることの確認を目的としてい
る。図 10 及び図 12 のような複数の語義を，番号が大きい語義から順に提示し，何の語釈だと思う
か児童生徒に発表してもらう。①まで提示し，答えを示し，用例とともにそれぞれの語釈を確認し
ていく。なお，第 3 段階は児童生徒の正答を想定していない。第 1 段階，第 2 段階で成功体験を重
ねたうえで，第 3 段階では語釈が用例に基づいて作られているという過程への理解を促すことで，
語釈を作る活動につなげる。問題の難易度が高く正答を導くことが難しいため，答えの語は児童生
徒も経験のある人間の動作というより基本的な語から選出している。

図 9第３段階に向けて語釈から語を考える 3

図 10 多義語の語釈から語を考える活動 1

図 12 多義語の語釈から語を考える活動 2

図 11 多義語の語釈から語を考える活動 1の答え

図 13 多義語の語釈から語を考える活動 2の答え

3.2　辞書を引く活動

　次に，辞書を引く活動では，児童生徒に知名度が高いアニメの動画を 10 秒ほど視聴した後，台
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詞の中の語の意味を問いかけ，辞書を引き，語釈を確認した。多くの児童生徒が当該のアニメを視
聴した経験があることを事前に確認しており，語としては聞いたことがあるが，説明しにくい状況
を作り，辞書を参照する方略を共有した。また，語釈から当該の語が作中で使用されることの整合
性も確認される。これにより，作品への理解が深まることを伝え，辞書を活用する動機付けを高めた。
　辞書を引く活動において 2 クラスのうち，1 クラスでは紙の辞書を，もう 1 クラスではウェブの
辞書を用いている。媒体による差異については 4 節で考察する。

3.3　語釈を作る活動

　最後に，語釈を作る活動を行なった。語釈の作成にあたり，手順として❶から❹を示し，図 14
のワークシートに書き込む形で児童生徒に語釈を作成してもらった。

❶　例文を 10 文作ります。
❷　どんな語といっしょに使われるか，考えます。
❸　説明する語を使わずに，別の表現で言い換えます。
❹　❷と❸を組み合わせて語釈を作ります。

　児童生徒にも経験のある味覚の語義を持つ「あまい【甘い】」の語釈を作ってもらったところ，
多くの児童生徒が図 15 のように複数の語釈を作ることができた。手順❶において約 10 分で「甘い」
を使った例文を 10 文書き出すことを求めたところ，計 496 回，平均して 7.75 回（最高 13 回，最低 2 回）

「甘い」を使用した文が産出された。1 文に複数回「甘い」が使用された場合は，使用された延べ
回数を数えている。なお，「甘すぎる」，「甘かった」等の活用した「甘い」は数えているが，「甘酸っ
ぱい」等の複合語や「甘さ」等の別の品詞への転成は「甘い」の多義性が反映されないため，数に
含めていない。「甘い」は飛田・浅田（1991）で〈砂糖のような味がする様子〉，〈塩分がたりない
様子〉，〈芳醇で快い様子〉，〈厳格さがたりない様子〉，〈程度が低く，不十分である様子〉に区分さ
れている。児童生徒らは〈砂糖のような味がする様子〉，〈芳醇で快い様子〉，〈厳格さがたりない様子〉，

〈程度が低く，不十分である様子〉の例文を書き出し，〈砂糖のような味がする様子〉と〈厳格さが
たりない様子〉の区分を設けていた。

図 14 語釈を作るワークシート 図 15 語釈の作成事例
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4．紙の辞書とウェブの辞書の比較

　本節では媒体による差異を検討する。辞書を引く活動において，授業を行った 2 クラスのうち，
1 クラスでは紙の辞書（湊 2007）を，もう 1 クラスではウェブの辞書（学研キッズネット）を用い
た。紙かウェブかという媒体の違いによる効果の差異について，ワークシートへの書き込みに基づ
いて考察する。なお，湊（2007）は北海道国立 H 小学校に所蔵される国語辞典であり，授業開始
前に児童生徒に授業で使えるよう机上に準備してもらった。
　本授業実践における調査について，児童生徒の保護者に対して調査研究への参加同意の可否を，
授業の実施前に文書で確認している（付録）。児童生徒自身に対しては授業中に口頭で簡潔に調査
概要を説明し，同意を確認した。本論文では保護者の同意が確認できた 64 名のデータに基づいて
報告する。

図 17 ウェブの辞書使用者の語釈の作成事例 1

図 16 紙の辞書使用者の語釈の作成事例

図 18 ウェブの辞書使用者の語釈の作成事例 2

　紙の辞書を用いたクラスの児童生徒も，ウェブの辞書を用いたクラスの児童生徒も，産出した「甘
い」の総数は同じ 248 回であった。ただし，辞書を引く活動の後の語釈を作成する活動において，ワー
クシートの着色に違いが見られた。紙の辞書を用いたクラスでは着色をほどこしたのは 32 名中 4
名であり，図 16 のように分類のために単色で記号を用いる児童生徒がいたのに対して，ウェブの
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辞書を用いたクラスでは 32 名中 8 名が着色を行なっていた。図 16 及び図 17 が着色の事例であり，
例文の分類に赤色と青色が使い分けられている。紙の辞書に比べ，ウェブの辞書を使用した場合に
は色覚的な効果が得られる可能性がある。学習に色覚が活用されることで，より深い理解や記憶定
着が期待される。

5．考察と展望

　語釈が説明する語が何かを考える活動，辞書を引く活動，語釈を作る活動を通して，児童生徒が
辞書に親しむ契機となる授業の実践を試みた。語釈がどのように作られているかを知り，辞書編纂
者たちが用例を収集し語釈を作るプロセスを体験する活動は，辞書に親しみ，辞書を活用すること
を支援する一助となったと思われる。
　本論文で報告した授業実践を発展させる活動例を 2 種，展望としてあげる。まず，語釈を作った
語と言い換え可能な類義語を見つけ，作成した語釈が類義語を排除するかを確認する活動である。
これにより，語釈の精度が高まることが期待される。次に，辞書にまだ載っていない「エモい」，「モ
フる」などの新規語の語釈の作成も辞書に未掲載であるという動機付けによってより活発な活動に
つながると考えられる。
　今後，継続して実践を充実させ，言葉の的確な運用と円滑なコミュニケーションを支援したい。
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